
新中学校予定地で化石が出たよ
　現在造成工事中の瑞浪北中学校の建設予定地で、化石が産出しました。
　そこでこの機会を捉え、市教育委員会が、「地層&化石見学会」を 3回にわたり開催したところ、市
民約 90名が参加しました。
　1700 万年前の瑞浪層群山野内層からは、二枚貝、巻貝、サメの歯などが掘り出され、参加したあち
らこちらの親子から歓声が上がっていました。
　「化石のまち瑞浪」耳を澄ませば太古の息遣いが聴こえてきそうです。

◆この化石の一部は、市役所玄関入口と化石博物館に３月末まで展示されています。
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第2回議会報告会開催結果

10月28日、３会場で実施
市議会では、１０月２８日（金）夜、陶町の「大川公民館」、明世町の「戸狩区民会館」、及び

大湫町の「大湫ふれあいセンター」で、計４５名の参加を得て、議会報告会を開催しました。
意見交換等でいただいた貴重な声は、今後の議会活動に活かして参ります。

11月から市議会で扱う、「市民による政策提案」は近隣に例がなく、もっとＰＲすべきだ。

報告会の会場選択法に疑問がある。地元議員を開催の呼びかけなどに活用し、参加させたらどうか。

リニア工事期間、小中学校の通学路の安全確保が心配。北中開校時、自転車通学者もスクールバス利用は可能か。

議員の定数を削減する動きが近隣にあるが、瑞浪市の１６名についてどう捉えるのか。

議員報酬に対し、議員の年間活動時間などは相応であるか。

市の将来の福祉サービスに対する方向性はどうか。介護をしている人に手当を支給する政策はないか。

瑞浪恵那道路の事業進捗はどのようか。また、新丸山ダムに関連した木曽川橋はどうなるか。進捗が遅い。

デマンド交通、今までのようにドアツードアでなくなり、乗降場所が遠くなる。

防災ラジオを催事の伝達にも利用しているが、法人用と回線を分けることはできないか。

リニア中央新幹線工事が始まるが、ウラン鉱床や電磁波の問題が心配である。

意見交換で出た主なもの

ボランティア活動の後継者不足、どのように担い手を育成すれば次世代に繋げられるのか。

しっかりとした報告会であった。意見も多くあり、細部にわたり説明があり、次回もお願いしたい。

議会の傍聴人を多くしたいと考える。小さな問題も重要視して後回しにしないようにしてほしい。

議会がより身近に感じられて大変よかった。今後も続けてください。

意見交換で出た主なもの

アンケートから

戸狩会場

大川会場 大湫会場
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トピックス

市議会では予算や決算、事業評価に対する審議を充実させるため、平成２９年３月定例会から常任

委員会として「予算決算委員会」を設置します。

今まで予算案件等は総務、民生文教、経済建設の各委員会へ分割付託のうえ審議していましたが、

今後は全議員で構成する本委員会で行うことになります。

議員一人一人は、更に広範囲にわたる知識や事務執行の監視能力が求められるため、議会の活動原

則に沿って、一層自己研鑚に努めることが期待されます。

※委員長の許可を受け委員会を傍聴することができます。希望される方は、議会事務局へお問い合わせください。

12月定例会において、2件の意見書を提出することを可決し、国等に対して提出しました。

① 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

　　概要　幅広い層からの政治参加、人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金加入のための法
整備を早急に実現するよう求めるもの。

② 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり慎重審議を求める意見書

　　概要　高齢者医療費の自己負担の増加が検討されているが、生活を圧迫し、受診抑制につながる
ため、見直しにあたり慎重な審議を求めるもの。

　市議会では平成 28年 11月に新たに「市民による市政についての政策提案」の取り扱いに関する申

し合わせをしました。概略は次のとおりです。

　まず、政策提案をしようとする市民（団体を含む）は、「市民政策提案書」を市議会議長宛てに提出

します。この際、紹介議員は不要です。受理されたものは、議会運営委員会で審査のうえ、委員会付

託の可否を決定します。付託されたものは次に所管の委員会で審査を行います。提案者は、委員会の

席に２人まで、また２０分まで提案理由の説明をすることができます。こうして委員会で①採択、②

不採択、③趣旨採択が決定されます。

　委員会審議結果については、本会議の席で委員長が報告することになっています。ただし、提案が

採択された場合でも市政に反映されるとは限りません。

　12月 16日の経済建設委員会では、日吉町の南垣外自治会から提出された初めての政策提案書「市

道南垣外・北野線の道路拡幅工事の早期整備について」を提案者のプレゼンテーションの後、慎重に

審議しました。結果的には、施工上の問題や財源確保の観点などから、願意は十分理解できるものの、

事実上早期に実現できないとの判断から「趣旨採択」とすることに決しました。

新たに「予算決算委員会」を設置します

意見書を提出しました

市民による政策提案第 1 号を取り扱いました
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総
務
委
員
会　
審
査
案
件
（
条
例
案
件 

４
件
、そ
の
他
の
案
件 

１
件
、予
算
案
件 

１
件
、発
議 

１
件
）

　平成28年12月議会は、11月28日から12月26日までの29日間開催し、条例案件9件、その他の案件8件、予算案件
7件、承認案件１件を審議しました。議決結果は12ページに掲載してあります。

ふ
る
さ
と
み
ず
な
み
応
援
寄
附

金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
拡
充
の
た
め
、

大
手
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
カ
ー
ド
決

済
導
入
、
返
礼
品
の
拡
充
を
行
う
。

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
発
注
や
問
い

合
わ
せ
等
を
専
門
の
事
業
者
に
委
託

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
市
内
事
業

者
か
ら
瑞
浪
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き

る
特
産
品
な
ど
を
募
集
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
の
公
共
施
設
の
事
務

機
器
等
の
転
倒
防
止
器
具
を
設
置
す

る
。
熊
本
地
震
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
転
倒
防
止
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
の
で
、
大
規
模
地
震
対

策
と
し
て
器
具
を
購
入
す
る
予
算
を

認
め
た
。
器
具
は
職
員
の
手
で
取
り

付
け
ら
れ
る
。

本
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
か
、
本

庁
舎
耐
震
補
強
及
び
受
変
電
設
備
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
契
約
額

６
億
６
７
４
４
万
円
）
を
認
め
た
。

工
事
は
平
成
30
年
２
月
ま
で
の

予
定
で
、
期
間
中
は
、
利
用
者
に
ご

不
便
が
か
か
る
こ
と
と
な
る
が
、
安

全
に
工
事
を
終
え
、
防
災
・
災
害
対

策
の
拠
点
と
し
て
、
し
っ
か
り
機
能

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

賛
成
多
数
で
人
事
院
勧
告
を
実
施

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

畜産の体質強化で収益力を向上
補正予算の審議では、家畜診療

所費の畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業の具体的な補助内

容が問われ、地域の畜産業関係者

が、有機的に連携・結集した「ボ

ーノポークぎふクラスター協議

会」の活用によって、収益力の向

上を図る国庫補助事業で、整備が

計画されている浄化槽と堆肥舎、

堆肥の脱臭装置等に対する補助で

あることがわかった。

生産者の経営効率化を図ること

により、知名度が上がってきた瑞

浪ボーノポークの更なる増産・品

質向上に寄与することが期待され

る。

また、定例会開催日初日に、

「旧し尿処理施設撤去事業」1億

3,000万円の増額補正を可決した。

これは、汚水処理共同施設を、

平成30年４月の供用開始に間に合

わせるため、浄化センター施設で

見つかった旧施設の土壌等2,600㎥

を撤去するものである。

瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
反
対
討
論

で
、
職
員
の
給
与
の
引
き
上
げ
額

が
小
さ
い
こ
と
や
、
議
員
に
対
す

る
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
議

論
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
た
が
、
一
方
で
今
回
の
条
例
改

正
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
適
正
だ
と
考
え
る
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
と
な

っ
た
。
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土
岐
児
童
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
用
地

と
し
て
１
８
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取

得
す
る
補
正
予
算
を
認
め
た
。

こ
れ
ま
で
児
童
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
一
部
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
た
め
、
活
動
の
場
が
制
限
さ
れ

て
い
た
が
、
今
後
は
屋
外
で
の
運
動
遊

び
も
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
大
規

模
改
修
工
事
が
２
月
末
に
完
了
す
る
た

め
、
よ
り
快
適
な
施
設
と
な
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

そ
の
他
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
に
１
億
９

５
０
万
円
、
障
害
者
団
体
貸
与
施
設
等

修
繕
事
業
に
６
０
０
万
円
（
ど
ん
ぐ
り

工
房
使
用
施
設
）
、
障
害
児
支
援
給
付

事
業
に
９
１
８
万
円
、
多
目
的
集
会
施

設
設
備
整
備
事
業
に
２
５
０
０
万
円

（
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
）
な
ど
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
で
は
、
前
年
度
分
の
国

の
療
養
給
付
費
負
担
金
の
確
定
精
算
等

に
伴
う
還
付
金
・
償
還
金
な
ど
を
含
む

２
９
１
０
万
円
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審

議
の
う
え
、
原
案
可
決
と
し
た
。

陶
小
の
位
置
、

瑞
浪
北
中
の
名
称･

位
置
定
ま
る

土
岐
児
童
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
用
地
を
取
得

新農業委員会制度で農地利用最適化

経済建設委員会　審査案件 （条例案件３件、その他の案件６件、予算案件６件、政策提案１件）

瑞
浪
市
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の

議
案
を
可
決
し
た
。

平
成
30
年
４
月
に
陶
小
学
校
を
旧

陶
中
学
校
に
移
転
す
る
こ
と
か
ら
、

平
成
29
年
度
に
改
修
を
行
う
た
め
に

旧
陶
中
学
校
校
舎
を
陶
小
学
校
校
舎

と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
時
期
の
改
正
と
な
っ
た
。

ま
た
、
瑞
陵
中
学
校
、
日
吉
中
学

校
、
釜
戸
中
学
校
を
統
合
し
、
平
成

31
年
４
月
に
「
瑞
浪
北
中
学
校
」
を

開
校
す
る
べ
く
、
学
校
名
称
及
び
位

置
が
定
め
ら
れ
た
。
平
成
29
年
度
の

国
へ
の
補
助
金
申
請
前
に
、
条
例
に

よ
り
名
称
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
今
議
会
に
お
い
て
こ
れ
を
認

め
た
。

瑞浪市農業委員会の委員及び農

地利用最適化推進委員の定数を定め

る条例の制定についての質疑で、新

設される「農地利用最適化推進委員」

の具体的な業務内容は、耕作放棄地

の発生防止や、解消などのために、

農地中間管理機構と連携し、担い手

への農地集約を図ること、遊休農地

所有者への耕作意向確認、新規就農

者に対する農地のあっせん等の業務

を、主に現場へ出向いたうえで活動

するものであることが明らかになっ

た。

また、農業委員が 22 名から 14 名

になる根拠は、その定数の国の基準

が、区域内農地面積 1,300ha 以下で

農地利用最適化推進委員を委嘱する

農業委員会は、上限 14 名と規定し

ているためであることを確認した。

民
生
文
教
委
員
会　

 

審
査
案
件 （
条
例
案
件 

１
件
、そ
の
他
の
案
件 

１
件
、予
算
案
件 

３
件
、発
議 

１
件
）瑞浪北中学校完成イメージ
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市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を
求めます。
12月議会では10人の議員が16の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

樋田翔太（清流会）
・ふるさと納税について

・予算編成方針について

小木曽光佐子（新政みずなみ）
・不妊治療費助成の充実について

渡邉康弘（虹）
・家庭教育支援のあり方について

・用途地域の指定について

榛葉利広（公明党）
・動物愛護推進について

・小中学校のトイレ整備について

成瀬徳夫（新政みずなみ）
・教育の場について

・リニア中央新幹線工事における資材運搬時に係

る安全対策について

石川文俊（新政みずなみ）
・受動喫煙防止対策について

舘林辰郎（日本共産党）
・瑞浪恵那道路の工事着工について

・市税及び国民健康保険料と下水道使用料等の賦

課誤りについて

小川祐輝（新政みずなみ）
・本市のデマンド交通事業について

加藤輔之（新政みずなみ）
・消防力の充実強化について

・移住・定住施策について

大久保京子（新政みずなみ）
・地域包括支援センターについて

予
算
編
成
の
今
後
は

ふ
る
さ
と
納
税
で
瑞
浪
の
Ｐ
Ｒ
を

　

予
算
編
成
方
針
の
策
定
に
お

け
る
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
の
よ

う
か
、
ま
た
前
年
度
の
方
針
は
守

ら
れ
た
か
。

　

考
え
方
と
し
て
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
編
成
を
基
本
と
す
る
。
平
成

28
年
度
予
算
で
は
経
常
経
費
の
う

ち
人
件
費
と
扶
助
費
を
除
き
前
年

度
か
ら
1
億
9
5
0
0
万
円
削

減
し
、
概
ね
３
％
の
削
減
目
標
を

達
成
し
た
。
将
来
の
負
担
を
考
慮

し
な
が
ら
行
政
課
題
へ
適
切
に
対

応
で
き
る
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
総
合
情
報
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の

導
入
、
返
礼
品
の
公
募
な
ど
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
考
え

方
も
大
き
く
更
新
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
返
礼
品
を

活
用
し
て
市
内
の
企
業
や
産
品
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
体
験
型
の
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
瑞
浪
に
来
て
い
た
だ
け
る

機
会
と
で
き
な
い
か
。

　

平
成
27
年
の
全
国
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
１
６
５
３
億
円
で
前

年
度
の
４
・
３
倍
と
寄
附
金
額
も

伸
び
て
い
る
。
本
市
か
ら
他
の
自

治
体
へ
寄
附
さ
れ
る
方
も
増
加
し

て
い
る
が
、
瑞
浪
を
全
国
に
発
信

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

返
礼
品
の
公
募
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
み
ず
な
み

と
商
工
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載

し
、
瑞
浪
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き

る
返
礼
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

呼
び
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、
返
礼

品
に
は
商
品
だ
け
で
な
く
、
瑞
浪

市
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
瑞

浪
の
良
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
る

サ
ー
ビ
ス
も
加
え
て
い
き
た
い
。ふるさと納税説明会

樋田翔太（清流会）
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市
民
の
声
に
応
え
た

家
庭
教
育
支
援
の
拡
充
を

　

住
居
系
と
さ
れ
て
い
る
国

道
19
号
と
県
道
上
山
田
・
寺
河

戸
線
交
差
点
周
辺
の
用
途
地
域

を
、
本
市
の
発
展
の
た
め
に
も

商
業
系
に
規
制
緩
和
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
計
画
は
ど
の
よ

う
か
。

　

当
該
地
域
は
、
商
業
系
市

街
地
と
し
て
、
沿
道
の
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
施
設
の
立
地
を
促

進
す
る
た
め
、
瑞
浪
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
位
置
付

け
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
う
え

で
用
途
地
域
の
変
更
へ
の
作
業

を
進
め
て
い
く
。

　

市
民
か
ら
子
育
て
に
対
す

る
負
担
の
増
大
、
子
育
て
相
談
・

支
援
の
充
実
を
求
め
る
声
が
あ

る
。
ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
の
問
題
を
未
然
に
解
消
す

る
た
め
に
も
国
や
県
が
支
援
の

拡
充
を
推
進
し
て
い
る
。

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
導

入
や
、子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、市
民
が
安
心
し
て

相
談
で
き
る
子
育
て
支
援
の
総

合
窓
口
の
開
設
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

本
市
で
は
、
妊
娠
時
か
ら

子
育
て
期
に
お
い
て
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
子

育
て
推
進
室
を
中
心
に
健
康
づ

く
り
課
、
教
育
委
員
会
な
ど
関

係
部
署
と
情
報
共
有
を
図
り
、

ど
の
部
署
に
相
談
に
行
っ
て
も

連
携
し
て
対
応
す
る
体
制
を
構

築
し
て
お
り
、
現
時
点
で
新
た

な
子
育
て
支
援
の
総
合
窓
口
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

未
来
を
見
据
え
た

　
用
途
地
域
の
指
定
を

不
妊
治
療
費
助
成
の
充
実

今
後
の
助
成
ど
う
考
え
る

　

国
は
一
億
総
活
躍
社
会
を
推

し
進
め
て
い
る
が
、
国
民
の
働
く

意
識
が
上
が
る
ほ
ど
、
晩
婚
化
が

進
み
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
増
加

す
る
。
本
市
は
一
般
不
妊
治
療
費

の
補
助
を
始
め
て
1
年
7
か
月
に

な
る
が
、
現
状
と
課
題
は
ど
の
よ

う
か
。

　

申
請
件
数
、
助
成
金
額
は
昨

年
度
よ
り
増
え
て
お
り
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
本
市

で
は
、
申
請
者
の
所
得
制
限
を
設

け
ず
、
上
限
を
年
額
10
万
円
と
し

て
お
り
、
助
成
の
対
象
も
他
市
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
一
般
不

妊
治
療
で
妊
娠
に
至
っ
て
い
な
い

方
が
6
割
近
く
あ
り
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
の
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
や

す
く
す
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

特
定
不
妊
治
療
は
、
費
用
、

時
間
、
精
神
面
に
お
い
て
、
大
変

な
負
担
が
か
か
る
。
今
後
の
助
成

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　

こ
の
事
業
は
子
育
て
支
援
の

充
実
、
少
子
化
対
策
に
効
果
が
あ

る
政
策
で
あ
る
。
特
に
体
外
受
精

や
顕
微
授
精
な
ど
の
特
定
不
妊
治

療
費
の
上
乗
せ
助
成
制
度
を
設
け

る
こ
と
で
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
、
治
療
を
受
け
て
み
よ
う
と
い

う
気
持
ち
の
後
押
し
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
の
「
子
供
を
産
み
育
て
て

い
く
」
と
い
う
願
い
を
叶
え
て
い

く
こ
と
が
「
幸
せ
の
実
感
」
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
、
助
成
制
度
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
の
実

施
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

小木曽光佐子（新政みずなみ）

用途変更が望まれるエリア

渡邉康弘（虹）
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地
域
猫
活
動
で
動
物
愛
護
推
進

　

野
良
猫
で
困
っ
て
い
る
地
域

が
、
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
猫
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え

で
の
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

　

地
域
で
協
力
し
、
野
良
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
、
猫
用
ト
イ
レ
設

置
及
び
糞
尿
の
始
末
と
管
理
、
え

さ
場
を
決
め
清
掃
管
理
を
す
る
活

動
を
継
続
実
施
し
て
、
解
決
を
目

指
す
方
法
を
地
域
猫
活
動
と
言
う
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
役
割
分
担

や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
、
長

期
的
に
は
野
良
猫
を
減
ら
し
て
い

く
の
が
最
終
目
的
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
地
域
住
民
の

総
意
と
し
て
活
動
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
猫
に
よ
る
被
害
に
困

っ
て
い
る
人
や
、
猫
の
管
理
に
反

対
の
人
も
参
加
す
る
話
し
合
い
で

自
治
会
と
し
て
地
域
猫
活
動
を
行

う
か
ど
う
か
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
活
動
の
ル
ー
ル
作

り
で
、
役
割
分
担
や
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
決
め
、
自
治
会
の
実
情
に

応
じ
た
継
続
可
能
な
無
理
の
な
い

ル
ー
ル
作
り
が
重
要
と
考
え
る
。

　

遅
れ
て
い
る
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
洋
式
化
の
た
め
、
民
間
企
業

の
社
会
貢
献
事
業
に
応
募
で
き
な

い
か
。

　

提
案
頂
い
た
民
間
企
業
が
実

施
し
て
い
る
社
会
貢
献
事
業
に
つ

い
て
は
、「
小
学
校
に
洋
式
ト
イ

レ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施
し
て
い

る
企
業
を
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
全
国
の
市
町

村
が
応
募
し
施
工
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
本
市
に
と

っ
て
も
価
値
あ
る
事
業
と
考
え

る
。
次
年
度
の
募
集
条
件
を
確
認

し
、
本
市
が
そ
の
条
件
を
満
た
す

な
ら
ば
応
募
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を

リ
ニ
ア
工
事
の
安
全
対
策
は

日
吉
中
校
舎
を
日
吉
小
と
し
て
活
用

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に

お
け
る
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
示
さ
れ
た

資
材
運
搬
車
両
等
に
係
る
安
全
対

策
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
で
市
民
の
安
全
、
安
心
を
確

保
し
て
い
く
の
か
。

　

当
該
工
事
に
お
い
て
特
に
影

響
が
あ
る
日
吉
町
南
垣
外
区
、
本

郷
区
を
は
じ
め
資
材
搬
入
ル
ー
ト

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
東
海
の
安
全
対
策

は
、
現
段
階
で
は
必
要
な
配
慮
を

し
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る

が
、
工
事
が
進
ん
で
く
る
と
あ
ら

た
め
て
対
策
が
必
要
な
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
東
海
に
対
し
、
何
事
も
早
め
早

め
に
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
と
、

随
時
適
切
に
必
要
な
安
全
対
策
を

取
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

　

中
学
校
統
合
再
編
が
進
ん
で

い
る
。
日
吉
小･

中
学
校
の
併
設

型
の
教
育
を
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

小
中
併
設
型
校
舎
の
中
学
校
部
分

の
後
利
用
法
の
見
解
は
ど
の
よ
う

か
。

　

日
吉
小
中
学
校
に
お
け
る
小

中
併
設
型
の
教
育
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
効
果
と
し
て

は
集
団
の
量
と
質
が
大
き
く
向
上

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

量
は
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
共

に
活
動
で
き
た
こ
と
、
質
は
教
科

授
業
の
専
門
性
を
確
保
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
統
合

後
に
日
吉
中
学
校
校
舎
を
日
吉
小

学
校
校
舎
と
し
て
活
用
し
た
い
考

え
で
あ
る
の
で
、
学
校
や
区
長
会

な
ど
を
通
し
て
、
日
吉
町
民
に
説

明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

贈呈された洋式トイレ

榛葉利広（公明党）

成瀬徳夫（新政みずなみ）

日吉小中併設校舎
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受
動
喫
煙
防
止
対
策

　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

公
共
施
設
の
敷
地
内
全
面
禁
煙

　

平
成
28
年
８
月
に
策
定
さ
れ

た
「
瑞
浪
市
公
共
施
設
に
お
け
る

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
の
経
緯
と

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
を
防
止
す
る
こ
と
が
、
市
民

の
健
康
増
進
に
繋
が
る
と
考
え
て

お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
「
第

２
次
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画　

み
ず
な
み
健
康
21
」
に
お
い
て
喫

煙
と
い
う
項
目
を
設
け
て
喫
煙
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
の
各

公
共
施
設
管
理
者
が
受
動
喫
煙
防

止
対
策
の
重
要
性
を
認
識
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
た
。
原
則
と
し
て
公
共
施

設
の
敷
地
内
を
全
面
禁
煙
と
し

た
。

　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
推
進

し
分
煙
を
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で

あ
る
。
し
か
し
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
に
よ
り
市
内
の
公
共
施

設
１
８
６
の
内
１
５
１
施
設
が
敷

地
内
全
面
禁
煙
と
さ
れ
、
35
施
設

は
敷
地
内
分
煙
と
さ
れ
た
。
敷
地

内
全
面
禁
煙
と
さ
れ
る
施
設
に
は

喫
煙
所
は
設
置
さ
れ
な
い
。
施
設

管
理
者
の
責
任
と
し
て
は
敷
地
内

で
の
分
煙
で
対
応
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
リ
ス

ク
は
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
健
康
・
生

命
を
守
る
た
め
に
は
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
市
が
率
先
し
て
対
策

を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
今
回
策

定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

石川文俊（新政みずなみ）

ど
う
な
る
瑞
浪
恵
那
道
路

市
税
等
の
賦
課
誤
り
を
質
す

　

国
道
19
号
瑞
浪
恵
那
道
路
の

建
設
に
あ
た
り
、
地
元
要
望
の
実

現
が
望
ま
れ
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

土
岐
町
並
び
に
釜
戸
町
か
ら

提
出
の
あ
っ
た
要
望
内
容
に
つ
い

て
は
、
国
に
対
し
、
予
備
設
計
で

検
討
さ
れ
る
よ
う
お
伝
え
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
平
面
交
差
を
土

岐
町
鶴
城
交
差
点
と
釜
戸
町
上
平

の
恵
那
･
御
嵩
線
交
差
点
の
２
箇

所
と
し
、
通
過
交
通
を
早
く
処
理

す
る
こ
と
で
、
事
故
や
騒
音
の
減

少
を
図
る
と
す
る
国
の
基
本
方
針

を
ふ
ま
え
、
要
望
に
対
応
し
て
い

く
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・

国
民
健
康
保
険
料
と
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
の
使
用
料
に
長
期
に

亘
る
賦
課
誤
り
が
発
覚
し
た
。
市

民
の
納
め
る
税
金
な
ど
で
過
徴
収

が
長
年
続
い
た
こ
と
で
、
行
政
に

対
す
る
信
頼
が
損
な
わ
れ
た
。
対

象
者
だ
け
に
対
応
す
る
こ
と
で
は

済
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
全

容
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

固
定
資
産
税
等
の
課
税
標

準
額
を
減
額
す
る
住
宅
用
地
特

例
措
置
の
適
用
も
れ
が
あ
っ
た
。

平
成
18
年
度
以
降
31
名
か
ら
約

6
5
4
万
円
を
過
大
徴
収
し
て

い
た
。
還
付
加
算
金
等
を
合
わ
せ

約
8
0
6
万
円
返
還
す
る
。
同

様
に
資
産
割
が
あ
る
国
民
健
康
保

険
料
で
は
11
名
に
約
14
万
円
を
還

付
す
る
。

　

ま
た
下
水
道
使
用
料
で
は
、
井

戸
水
を
使
用
す
る
世
帯
員
数
を
料

金
算
定
の
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ

の
世
帯
員
数
が
実
態
と
異
な
る
世

帯
が
11
月
末
の
調
査
で
2
2
8

世
帯
あ
り
、7
5
2
万
円
を
還
付
、

1
7
7
万
円
の
徴
収
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

今
回
の
誤
り
で
、
多
大
な
迷
惑

を
お
か
け
し
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
た
い
。
今
後
、
全
庁
的
に
チ

ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
、
制
度
の

周
知
を
徹
底
す
る
。

特別委員会による現地視察

喫煙はどこで…

舘林辰郎（日本共産党）
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利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

デ
マ
ン
ド
交
通
を

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
問
う

　

瑞
浪
市
に
合
っ
た
デ
マ
ン
ド

交
通
と
す
る
た
め
に
、
事
業
検
証

を
行
い
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
更

に
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

既
存
ル
ー
ト
に
関
し
て
は
、

利
用
記
録
、
稼
動
実
績
等
を
分
析

し
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
す
る
こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
結
果
を
4

月
か
ら
運
行
予
定
の
釜
戸
地
区
の

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
計
画
に
反
映

さ
せ
る
。
釜
戸
地
区
デ
マ
ン
ド
交

通
導
入
後
も
、
乗
車
実
績
の
分
析

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
自

治
会
を
通
じ
て
地
域
の
意
見
を
伺

い
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
デ
マ

ン
ド
交
通
と
な
る
よ
う
に
努
め
て

い
く
。

　

交
通
弱
者
の
足
と
な
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　

交
通
弱
者
に
と
っ
て
は
、
必

要
な
時
に
必
要
な
場
所
へ
少
な
い

負
担
で
移
動
で
き
る
事
が
公
共
交

通
機
関
の
理
想
的
な
在
り
方
で
あ

る
。

　

交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
に

と
っ
て
公
共
交
通
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が
利
用
で

き
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

再
編
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
方

式
の
改
善
に
よ
っ
て
、
交
通
弱
者

を
含
め
た
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の

利
便
性
を
図
り
、
公
共
交
通
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

消
防
力
の
充
実
強
化
を

移
住
・
定
住
の
促
進

　

消
防
団
員
の
充
足
率
･
出

動
状
況
や
、
他
の
自
治
体
で
実
施

し
て
い
る
新
規
採
用
市
職
員
に
対

す
る
２
年
間
の
消
防
団
加
入
の
研

修
義
務
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　

条
例
定
員
は

4
9
5
人
、
現
在
は

4
4
5
人
が
活
動

し
、
充
足
率
は
90
％

で
あ
る
。
昨
年
度
は

火
災
3
件
、
行
方
不

明
者
捜
索
1
件
に
出

動
、
出
動
率
は
54
％

で
あ
っ
た
。

　

採
用
条
件
と
し
た
場
合
、
公
正

採
用
の
観
点
で
問
題
が
あ
り
、
適

正
な
労
使
関
係
も
逸
脱
す
る
。
ま

た
、
職
務
命
令
と
し
た
場
合
は
給

与
等
の
支
給
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
検
討
は
し
な
い
。

　

陶
町
で
は
、
転
入
し
た
夫
婦

が
共
働
き
で
一
戸
建
て
を
建
て
た

例
が
あ
る
。
家
族
ぐ
る
み
で
移
住
・

定
住
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
働

く
場
所
や
求
人
な
ど
の
情
報
提
供

を
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

平
成
26
年
12
月
の
「
岐
阜
県

人
口
問
題
研
究
会
」
の
中
間
報
告

で
、
本
市
は
「
愛
知
県
通
勤
圏
型
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
通
勤
の
利
便
性
と
良
好
な

住
環
境
、
充
実
し
た
子
育
て
施
策

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
中
で
、
子
育
て

世
代
を
意
識
し
た
移
住
・
定
住
政

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

移
住
相
談
の
場
で
は
働
く
場
所

に
関
す
る
相
談
も
あ
り
、
情
報
提

供
は
欠
か
せ
な
い
。
移
住
定
住
イ

ベ
ン
ト
等
で
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
情
報
を
提
供
し
て
い
る
が
、

今
後
は
市
の
移
住
サ
イ
ト
か
ら
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
に
よ
り
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
市
内
企
業
に
対
し

て
は
バ
ナ
ー
広
告
の
活
用
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。
ま
た
、
県
や
商
工
会

議
所
と
連
携
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

就
職
積
極
採
用
企
業
の
登
録
制
度

に
つ
い
て
も
周
知
を
図
り
た
い
。

デマンド交通

小川祐輝（新政みずなみ）

加藤輔之（新政みずなみ）

消防団員募集ポスター
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

セ
ン
タ
ー
運
営
の
今
後
は

　

高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自

立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
２
０

２
５
年
ま
で
に
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
要
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
立
目
的
・
業
務
内
容
は

ど
の
よ
う
か
。

　

平
成
17
年
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
比
較
的
軽
度
の
認
定

者
に
対
し
介
護
予
防
や
相
談
機
能

の
強
化
、
高
齢
者
を
包
括
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
18
年
度
に
設
置
し
た
。
業
務
は

①
高
齢
者
に
対
す
る
総
合
相
談
事

業
②
権
利
擁
護
事
業
③
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
④
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
４
月
末
で
の
全
国

の
運
営
状
況
は
、
市
町
村
直
営

26
%
・
委
託
74
％
で
あ
る
が
、
本

市
は
今
後
も
直
営
運
営
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

県
内
の
状
況
は
直
営
38
%
・

委
託
62
%
で
あ
る
。
多
治
見
市
で

は
、
５
ヶ
所
全
て
委
託
、
土
岐
市

で
は
、
３
ヶ
所
の
う
ち
１
ヶ
所
を

直
営
、
２
ヶ
所
が
委
託
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
専
門
職
の
確

保
、
特
に
主
任
介
護
支
援
専
門
員

の
継
続
的
確
保
が
困
難
で
あ
る
等

の
課
題
が
あ
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
地
域
を
分
割
し

て
対
応
す
る
こ
と
や
、
運
営
手
法

に
つ
い
て
も
民
間
委
託
を
含
め
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

消
防
力
の
充
実
強
化
策
（
山
梨
県
甲
斐
市
）

消
防
団
員
の
減
少
傾
向
の
中
で
、
思
い

切
っ
た
施
策
で
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
女
性
消
防
団
の
強
化
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
新
規
採
用
市
職
員
に
２
年
間
の
消

防
団
員
研
修
と
市
内
居
住
を
採
用
要
件
に

し
て
い
る
。
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
５

年
目
で
充
足
率
を
98
％
に
し
た
。
女
性
消

防
団
員
は
１
人
か
ら
32
人
に
な
っ
た
。
消

防
団
員
の
い
な
い
山
間
部
地
域
に
は
地
元

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
機
能
別
消
防
団
員
（
年
齢

制
限
は
70
歳
）
を
配
置
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
団
員
確
保
で
き
な
い
時
は
、

全
市
で
組
織
し
て
い
る
消
防
団
協
力
会
に
依
頼
し
て
い
る
。

本
市
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
団
員
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
対
策
の
参
考

に
な
っ
た
。

強
力
な
移
住
・
定
住
の
推
進
（
長
野
県
伊
那
市
）

伊
那
市
は
民
間
の
調
査
で
、
日
本
の
「
住
み
た
い
田
舎
」、「
子
育
て
世

代
に
ぴ
っ
た
り
な
田
舎
」
２
部
門
で
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
平
成

25
年
に
伊
那
市
移
住
・
定
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
後
、
そ
れ
ま
で
毎
年

50
～
１
０
０
人
あ
っ
た
人
口
減
が
止
ま
り
、
29
年
度
に
は
プ
ラ
ス
に
転
じ

る
予
測
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
Ｔ
Ｖ
ス

ポ
ッ
ト
、
首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
車
内
動
画
等
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
が
多
い
。
空
き

家
バ
ン
ク
、
過
疎
地
地
域
定
住
促
進
補
助
金
制
度
、
集
落
支
援
員
の
活
動

な
ど
も
充
実
し
て
い
る
。
年
３
回
行
わ
れ
る
東
京
で
の
相
談
会
で
は
仕
事
・

働
く
場
所
の
紹
介
も
し
て
い
る
。

仕
事
・
働
く
場
所
の
宣
伝
を
す
る
こ
と
や
、
物
件
の
所
有
者
に
も
補
助

を
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
政
策
は
参
考
に
な
っ
た
。

�

総
務
委
員
会
委
員
長　

加 

藤 

輔 

之

総務委員会行政視察　１０月１２・１３日

大久保京子（新政みずなみ）

栄町「からだづくり教室」

甲斐市への視察
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本
年
度
は
７
月
と
10
月
に
６
ヶ
所
の
会

場
で
議
会
報
告
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
９
月
５
日
に
公
布
さ
れ
た「
瑞

浪
市
議
会
基
本
条
例
」
の
第
三
章
に
「
市

民
と
議
会
の
関
係
」
と
し
て
、
議
会
は
議

会
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
公

開
し
、
市
民
及
び
市
民
団
体
等
か
ら
意
見

聴
取
の
場
を
設
け
、
市
政
の
諸
課
題
に
つ

い
て
の
情
報
及
び
意
見
の
交
換
を
自
由
に

行
え
る
よ
う
議
会
報
告
会
を
行
う
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
で
は

議
員
個
人
の
想
い
で
発
言
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
ど
う
し
て
も
行
政
・
議
会
の
立
場
で

の
発
言
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
の
考
え
は
十
人
十
色
で
あ
り
、
議

員
の
考
え
が
統
一
さ
れ
る
必
要
も
な
く
、

「
行
政
の
考
え
は
○
○
で
あ
る
が
私
は
×
×

だ
と
考
え
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
発
言
が

議
員
か
ら
ド
ン
ド
ン
出
る
よ
う
な
議
会
報

告
会
に
な
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
議
員

の
本
音
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
持

っ
て
参
加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

形
に
は
ま
ら
ず
個
性
豊
か
な
議
員
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
議
会
広
報
広
聴
委
員
長

�

大
　
島
　
正
　
弘

◆
会
期

　
2
月
23
日（
木
）～
3
月
22
日（
水
）

◆
市
政
一
般
質
問

　
3
月
13
日
（
月
）
９
時
～

　
3
月
14
日
（
火
）
９
時
～

3
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

案　件 議案番号 議　　　案　　　名 付託先 審議結果

承認案件 承第 5 号 専決処分の承認について（平成 28 年度専第 8 号　平成 28 年度瑞浪市一般
会計補正予算（第 4 号）） 省　　略 原案承認

条例案件

議第 63 号 瑞浪市附属機関設置条例の制定について 総　　務 原案可決
議第 64 号 瑞浪市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 総　　務 原案可決

議第 65 号 瑞浪市職員の分限に関する条例及び瑞浪市人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総　　務 原案可決

議第 67 号 瑞浪市地方活力向上地域における瑞浪市固定資産税の不均一課税に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 総　　務 原案可決

議第 68 号 瑞浪市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例
の制定について 経済建設 原案可決

議第 69 号 瑞浪市分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について 経済建設 原案可決
議第 70 号 瑞浪市小学校及び中学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 民生文教 原案可決

議第 71 号 瑞浪市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 経済建設 原案可決

その他の
案件

議第 72 号 工事請負契約の締結について 総　　務 原案可決
議第 73 号 指定管理者の指定について 民生文教 原案可決
議第 74 号 指定管理者の指定について 経済建設 原案可決
議第 75 号 市道路線の廃止について 経済建設 原案可決
議第 76 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決
議第 77 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決
議第 78 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決
議第 79 号 市道路線の認定について 経済建設 原案可決

予算案件

議第 80 号 平成 28 年度瑞浪市一般会計補正予算（第 5 号） 経済建設 原案可決
議第 81 号 平成 28 年度瑞浪市一般会計補正予算（第 6 号） 3 委員会 原案可決
議第 87 号 平成 28 年度瑞浪市一般会計補正予算（第 7 号） 経済建設 原案可決
議第 82 号 平成 28 年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 民生文教 原案可決
議第 83 号 平成 28 年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 民生文教 原案可決
議第 84 号 平成 28 年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第 2 号） 経済建設 原案可決
議第 85 号 平成 28 年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第 1 号） 経済建設 原案可決
議第 86 号 平成 28 年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 経済建設 原案可決

条例案件 発議第 2 号 瑞浪市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 省　　略 原案可決

意見書
発議第 3 号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書の提出について 総　　務 原案可決
発議第 4 号 「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」の見直しにあたり慎重審議を求め

る意見書の提出について 民生文教 原案可決

政策提案 政策提案
第 1 号 市道南垣外・北野線の道路拡幅工事の早期整備について 経済建設 趣旨採択

議決結果一覧・編集後記

12 月議会議決結果一覧 （その 1）全会一致の案件

案　件 議案
番号 議　　　案　　　名 付託先 議決

結果

成
重
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柴
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林
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郎
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澤
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俊
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谷
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榛
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成
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徳
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佐
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大
久
保
京
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渡
邉
康
弘

小
川
祐
輝

樋
田
翔
太

条　例 議第
66 号

瑞浪市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例の制定について 総　務 可決 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

議長（熊谷隆男議員）は採決に加わらない　　　　　　　　　　　　※　採決結果は、  ○＝賛成  ●＝反対
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12 月議会議決結果一覧 （その２）賛否が分かれた案件


